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食道･胃粘膜接合部の胚葉起源について追加報告
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Abstract

Considerab豆ee放)rthasbeenexpendedtounderstandthebasicanimalsystemstmlCtuYeS.We

haveretrievedstructuralinformation,main豆yonthechicken(fowl,烏骨鶏),Cottus,AnguL'lla,and

PaJ･alichthysesophagogastricmucosaljunctions,Previously,WearguedthattheEsophagogastric

Mucosaljunction(EGjunction)formstheectoderm-endodermbounda曙 1)2).lfvertebrategills

areconsideredtobehomologoustoinvertebrategills,theycouldbeectodermalinbotheases.

Furthermore,whilethetrachea,lungs,andairsacarerespiratoIYOrgans,軌eyarealsoconsidered

tobeimportantforgravitybalance3)4)･InadditiontoflnS,Shark,Cotfus,andParah'chthyshave

saclikeorgansforbalance,whicharesymmetricaltothehead.Theseorgansarecloselyrelatedto

theLorenzini'sorgan5)andarespeculatedtobeanimportantBauplanforgravitybalance6);fur一

班er,theyareconsideredtobeectodermalino鹿in.TheAngU34IIBSW豆mbladderductemerges

fromtheEGjunction.Accordingly,thesiteuptotheEGjunctionsincludingtheswimbladdercan

beofectodermalor短in,TheCoitusep助elium,pharynx,andesophagtiSgOb王etcellsdiffeyinsize,

distribution,andhighirondiamine-alc呈anblue(HID-AB)stainabilitycomparedtothoseof払e

intestinaltract,differingingerm豆ayerom宮In.

Anguillaswim bladdersubepithelium isrich豆nvesse旦sandisimportantforrespiration.

Vertebrategillsare血lnCtionallyiderlticaltoinvertebrategills;払e免gure26showsanoversimpli-

tiedgillpositionrepresentation.Treatingtheesophagogastricmueosa及junctionastheeetodeTm-

endodeTm boundaryhelpsbetterunderstandthecommonBauplaninmorevertebratesand

invertebrates.

拡eywords:EsophagogastrkMucosaljunction(EGjunction),gill,Swimbladder,Lorenzini's

organ,lateral-lineorgan,fowl(烏骨鶏),Cottus,Angtlil旦a,Paralichthys

検 討 日 的 ある事を数種動物の組織標本について光学顕微鏡

に よ る観察 で証 明 し,基本 的 な動物 の体制

食道 ･胃粘膜接合部が外肺葉,内腔葉の境界で Bauplanを理解することである.
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検討した動物 烏骨鶏,カジカ,ウナギ,ヒラメ

烏骨鶏,カジカ,ヒラメは今回の新たな検討で

ある.烏骨鶏については個人的に飼育 されている

個体,カジカは町内の川で捕 まえて噴いた個体,

ウナギは市販の個体,ヒラメは鈴木徹先生よりご

提供を受けた.

検 索 方 法

目的の組織 を 10%ホルマリン固定 し,通常の

組織標本を作製,HE染色,PAS染色,HID-AB染

色 7)を行い,光学顕微鏡観察を行った.標本作製

は江東微研新潟支所に依頼した.

検 索 結 果

烏骨鶏

烏骨鶏 (ニワ トリの 1品種)は排卵 8日標本.

矢状断の連続標本を観察｣咽頭の喉頭部形成部位

において食道,気管組織が深く胸,腹部に進入 し

ている (図 1).腹側の気管は管状で,心臓に近い

部では左右に分かれている.分かれた気管は分岐

して管状の部分を増 している.喉頭部でもう一つ

管状に進入するのは食道である.食道は心臓の高

さ程で,腎の組織と繋がっている.食道の下部で

は 一部わずか袋状に広がっている.腎側の 上皮は

一部腺組織があり,腺組織のある部より,やや口

側が食道組織である8).食道上皮はHE染色で細

胞肇が明るい細胞が多く,この部が食道 ･胃粘膜

接合部と考える (図2).この位置関係は烏骨鶏ヒ

ナ前額断でもうかがわれる.ヒナでは既に気嚢は

形成 されている (図 3).幼鳥の前額断では商肺は

対称的に蜂商状にあり,胸壁に近い部にはわずか

ではあるが,気嚢があり,呼吸機能,重力に対す

るバ ランス器官 としての働 きを十分理解できる

(図･1上

ヒナの咽頭,食道上皮は重層上皮で,粘液産性

細胞,杯細胞を多数有 している.腺胃,筋胃には

共に乏 しい.腸管においては粘液産性細胞,杯細

胞は多い.気管上皮においては粘液産性細胞,柿

細胞は多く分布 し (図 5),PAS染色では淡赤色

に染まり (図6),HID-AB染色では背く,--･部褐

色に染まっている (図 7).腸管の粘液産性細胞,

杯細胞はPAS染色で淡赤色,HID-AB染色では褐

色に染まっている (図8).外皮から食道,気管上

皮の粘液産性細胞,杯細胞と腸管のそれは粘液産

性細胞,杯細胞の分布 ,大きさ,染色性において

異なる.幼鳥の気管粘液産性細胞ではHID-AB染

色で染まらず,意外であった.

カジカ

カジカは照を持たない 9)10).ヵジカ成体を検索

すると標はなかった.しかしカジカにおいても頭

部から鰭にかけて対称的に駿状の組織が見られた

(図 9).サメ5)同様頭部に側腺は良く発達 してお

り,袋状組織と側腺器の関係は密接と考えられる.

加えて左右前後のバランスをとる働きがうかがえ

る.外皮は重層上皮で,重層 日麦の中に粘液産性

細胞,杯細胞が多い (図 10).H,咽頭,食道上皮

は粘液細胞を多数有する (図 11).粘液はPAS染
色で赤 く染まる (図12).HIDAB染色では上皮

の粘液は青 く染まる (図 13).咽頭では青く染ま

る部分と,褐色に染まる部分が混在 している.食

道では青く染まる部分が主である.腎になると上

皮の内腔側が薄く青く染まる程度である.腸管の

粘液産性細胞,杯細胞は褐色に染まる (図 14).

上皮から食道側の粘液細胞は太きめで,大小あり,

腸管上皮は比較的均 .である.両者に差がある.

ウナギ

ウナギは前回発表 1)にも述べたが,咽頭から

食道にかけての上皮は多層で,咽頭,食道では豊

富な粘液を有する細胞 と,溌赤色を帯びた細胞,

濃く赤く染まる細胞を混 じえている.粘液産性細

脂,杯細胞はHID透B染色で青く染まる (図 15).
腸管上皮は杯細胞の数は食道に比べ少なく,大き

さもやや小 さい.HIDAB染色で食道のそれと同

じく肯く染まる,煙管は食道 ･胃粘膜接合部に位

置 して始まり,標はバランス器官として働 く.鰭

粘膜には血管が豊富に見られ (図 16),又標壁に

接 して血管の豊富な赤線を有 し,呼吸器官として
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の役割を増して持っていると推測させる (図 17).

ヒラメ

ヒラメ成魚において鱈がない事をウイキペデア

で知り,検討する11).幸い鈴木 徹先生の御好意

によりヒラメ稚魚を検討 させて頂 く機会を得た.

成魚は魚屋さんより求め,検索 したが,標はつか

められなかった.鈴木はヒラメ稚魚の色素細胞に

関 して,発生学的な検討を詳細に行っている12)

又 ヒラメを理解するには岩松の書も参考にした13)

受精後20日 (20pdf),26pdf,40pdfのヒラメ稚

魚の提供を受け,検索 した.20pdfでは 1検体を

前額断連続 標本として作製,26pdf,40pdf各 1匹

検体は頭部から肝門部にかけほぼ等間隔で5ブロ

ックとし,観察した

20pdf標本で頭部において注目されたのは頭骨

の車に脳組織の周囲に袋状の組織が対称的にあ

り,部位により側腺器の感覚上皮も見られた く図

18).この袋状の部分は聴覚に関係すると思われ

る他,左右前後のバランスをとる働きを有してい

ると考えられる.袋状の組織は上鰭近くにもある.

食道 ･胃粘膜接合部の賑葉起源を論じるに重要な

事は口部から鯉,紙製,食道,腎との関係である.

口腔には左右に管状の部分がある.筒状の開Lwj部

をとらえる事が出来た.吸水Ljである (図 18),

更に尾側の断面を観察すると中央に左右対称的に

鯉部を見る.中央部には中隔がある.左右鯉裂が

出現してくる.紙製は上 Fにあり,紙蓋の形成を

うかがわせる (図 19).紙が発達すると共に,中

央部には管腔を有する食道を見る.腹側の中隔部

には26pd用布額断の食道は重層上皮で,粘液産性

細胞が多い (図20),粘液産性細胞はPAS染色で

赤 く染まる (図 22).HIDrAB染色では褐色に染

まる (図 24).腸管上皮の粘液産性細胞,杯細胞

は食道上皮に比べ分布が少ない.PAS染色では同

様赤 く染まるが (図 23),HID-AB染色では肯 く

染まる (図 25).食道の粘液産性細胞とは分布,

大きさ,染色性において異なる.内腔は目立たな

い.管壁は青みを帯びた動脈球である.更に尾側

の断面では広い管腔を有する組織があり,筋繊維

からなる小さな心臓組織を見る.内腔には血液細
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胞をうかがう細胞が付着している.

更に尾側断面では食道とした管は 1層の L皮か

らなるヒダを有する.この壁の中に食道上部にあ

たと同じ粘液産性細胞を有する細胞を少数見る.

この 1層の上皮が食道上皮か,腎上皮か結論が轍

しい.26pdfの胃ではPAS,HIDAB染色で上皮は

殆ど染まっていない.しかし食道と腸では明らか

にHID-AB染色性が異なる.

40pdfの検体はほぼ26pdfの所見に似 る.ただ

ヒラメの眼の位置,頭の膏の移動,上皮の色素の

量は成体に比較して理解しやすくなる.

標は20pdfにおいて食道壁に接 して小さな袋状

の組織がある.袋状組織はおおよそ食道の右側に

位置 し,連続標本のかなりの断面に存在し続ける.

標と理解する.大きさ,位置より感覚器宮,バラ

ンス器官 としての機能は期待できない感 じであ

る.

検 討

烏骨鶏

烏骨鶏のヒナ,幼鳥の食道 ･胃粘膜接合部及び

気管,肺を観察することにより,食道 ･胃粘膜接

合部を中心とした体制を理解できる.特に気管,

肺,気嚢の形をつかむことができる.

排卵 8日目の標本では気管,気管支から肺原基,

食道,胃を確認できる.咽頭深部で2ヶ所の L皮

増殖部があり,聴側に位置する管状のものは気管

で,やや背側に位置する管状のものは食道である.

食道上皮は細胞の核は内腔に蘭して縦長に密にな

らんでいる.重層に見えないが,明るく抜けてい

る細胞が多い事,管腔がやや拡張している事より,

胃上皮とは境 界 を見る.前胃腺は既に出来始めて

いる.

腹側の気管は食道と同 じく長 く体内に落ち込

み,気管断面が5,6ヶ所は出ている.周囲は結合

織からなっている.気嚢の形成はない.

咽頭の部分は外皮 と同じく表面に扇乎な上皮

peridermが所々あり,これは外皮 と同様である.

外粧薬性上皮と判断する.

PAS,HID-AB染色では8日駐標本は特別な染

色性の差はつかめない.
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囲 l q什親排卵 8Lr'J:状Errl川畑から束符

と良迫の進入

図2 (.l卜 EG JuIILLIOJl'% 良iEI側はやや

拡･JJiL. 卜也はrgJるくlljけた削胞が多

L HmIJにはI■川'Iiの形l叔あ17

B]3 (土骨t紀ヒナ 駒執Lltl納斬.IJl背と'.A-(求

･､ :

図 1,(さ冊蓬幼,r.I..陶称FVLWL断 肺の他.胸噂に接して'}(

7tムrl

園,I).r与骨史ヒナの上li WI油癌化細隠 杯細胞あり
図 6 Ill)上 PAS染色 SLI油は,J=く速まる

EZl8 lu‖-脂 l_伎Hld-AB 帖J-R仙色に土たまる

'](F･L攻の特派席n=細胞.押i剛とのそれとは,Ytな

る

包II カジカ 山部に対称的にある粒状の

W l-r lJレンツイこぶtf.側臓器と

側繰あり /llIA/11ランスをとる働き

も推測する

図 JO カジカ外Iと IrtR(IJll文の･トにT/[純

度性illl胞,trt榊FJ帥 て多い

図 11 カジカ良泊 外戊と並木的にはIr')じれ付目_岐

図 12 lL･]上PAS染色 机純は淡赤色に染まる

色 父 は I'Fく治まる

図 日 IF7JHqllld-AB ～)派燕件細胞.+(t細胞は拙色.I:kh

より.圧力のそれとは'Jl布 -̂きき.砕色tlにL.

いて雅なる
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EsophagogastrlCMucosalJunCLIOrl(EGjuncl10n)
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食道,気管共に咽頭より上皮がおちこんで行っ

たことは確かである.咽頭上皮は外皮と同じ性質

の上皮であり,外椎葉性 と判断する.従って,気

管,肺,気嚢は外駐薬性であり,食道においては

食道 ･胃粘膜接合部で外牒葉,内服薬の境界を形

づくると解釈する.

1974 fowlに関するHISTOLOGYの威書 を岐

阜大学より会津若松図書館で取 り寄せてI酎 1た.

光学顕微鏡レベルの威書であるが,foWlの概要を

つ かむには良 い.Esophagusproventricusとの

aburuptの変化の記載はあるが,発生学的な説明

にはふれてない 8).KENTの書では血管を中心と

した比較発生がよくわかる.時に肺動脈の関係が

明らかである.Swimbladderへの血管が鯉動脈か

ら行っているのが,納得できる14)

カジカ

カジカ上皮,LJ,咽頭,食道に見られる粘液産

生細胞,杯細胞と,腸管に見られるそれらを比較

すると,前者ではHⅠD通B染色で肯 く染まり,後

者では濃褐色に染まり,両者に差がある.これは

肺葉起源に差が出来たものと考える.しかし咽頭

粘膜 上皮においては青く,又は褐色に染まるもの

から成っている細胞があるが,良く見ると細胞の

分布,形の多少の違いで腸管の粘液細胞とは異な

る.粘液産生細胞,杯細胞の大きさは上皮,咽頭,

食道の上皮では大きい.この点あまりjJ_お目さ湘怒

ない 15)16).田 口まレチノイン酸がケラ争ノサイ

トを粘液分泌細胞の様に変えると述べており興味

深 い 17).ヵジカの頭部は大きい.組織では頭部か

ら,鯉蓋にかけて左右対称的に大小袋状の組織が

5,6個は隣 り合っている. -一部壁に感覚 ヒ皮があ

り,側線,耳胞と関係が深いと推測する,標 と思

われる組織は見られなかった.食道 ･胃粘膜接合

部は明らかでる.先にサメの頭部における袋状組

織を聴覚の働きと共に,バランス器官として説明

したが 2),カジカにおいても共通と考える.

ウナギ

ウナギでは明らかにEGjtmetionがある.食道

上皮の粘液を有する粘殖産性細胞,杯細胞と,脂

の杯細胞とは異なる.前者の細胞は色々の形が多

い.脂のそれは類球形である.FAS,HID-AB染色

では同じように染まるが,食道にみる粘液産性細

脂,杯細胞と,腸管に見る杯細胞は異なる性質を

有 していると見たい.鰹は赤腺組織に接 し,粘膜

に血管が豊 富 な事は,標の呼吸機能との関係を深

くしている18)

ヒラメ

ヒラメ成魚には標がない 11).ヒラメは標でバ

ランスをとる必要がない体静封こなったと,理解で

きる.東北大学大学院 鈴木教授よりヒラメ稚魚

を検索する機会を得たが,頭部から鯉蓋にかけて

左右対称的に明るい袋状組織が何個か接 して見ら

あると考える.標 を思わせる袋状の組織はない.

ただ20pdfには小 さな袋状の組織が食道壁に接 し

てあり,藤を考えさせる.26pdf,40pdfにはこの

小さな袋状瓢織がつかまえられなかったのは大き

く成長 しない為と思われる.硬骨魚のように泳い

でいる時期には体のバランスをとるのは躯幹の筋

肉,鰭の他,頭部から,紙部にかけての袋状組織

がかかわっていると推測する.この体制はカジカ

についても共通 している.標については落合の解

説は興味深い 18)

ヒトと他の動物の類似性

多くの類似性について論 じられているが,ニ

ル ･シュウビンの書は注目される20)21).食道･胃

粘膜接合部が外艦薬,内椎葉の境界であるとは現

在 日本ではあまり論 じられていない 22ト 2隼 人

杉らは消化管の発生について詳細な検討をされて

いる25)26).吉倉はクモにおいて前職は外椎葉性

と述べておられ 注目される27).Murakami らの

drosophia鯉薬区分は興味深い 28),団まりなはヒ

トデにおいて裂体腔,腸体腔を論 じられ,腸管 l二
度 との関係で注 目される 29).ヒ トとの関係にお

いてパレット上皮,パレット上 皮癌,食道癌 30)1 32),

胃における扇平上皮化生 33),扇平 l二皮癌 34),脂

嚢の繊毛 里二皮艦,扇平 を二度癌 35),気管支粘膜の扇
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平上皮化生,肺癌 36)との関係は今後の検討に期

待したい.

動物の体制 Ba頑 anを眺めてみるとこれまで検

索 してきた動物で共通して食道･腎粘膜接合部が

ある事は否定できない.咽頭,食道,気管,肺が前

職といわれる部分から発生すると言われて来てい

るのは鯉部の練乳から外旋薬性の上皮が食道,気

管の上皮として入り込んでいく事を注目しないた

めと思われる.

イワナでみたように紙部の外懸葉上疫は食道,

標 上皮に落ち込んで行っている 1).従って食道,

気管,肺は外艦葉性である,軟体動物の紙は当然

脊椎動物の鯉と相同と考えている.軟体動物の鯉

は内駐葉組織とは関係付けられない.最後の図 26

は食道･胃粘膜接合部を中心にして各種動物の類

似性,共通性を描いたものである.図は各種動物

の鯉の位置の違いを示 している.この事は無脊椎

動物である軟体動物,節足動物,脊索動物,脊椎

動物においても食道･胃粘膜接合部が外肺葉,内

腔葉の境界と考えることにより,より動物の共通

の形,体制 Bauplanを理解出来るはずである.

結 語

食道･胃粘膜接合部が外服薬,内膳葉の境界で

あると理解することにより,脊椎動物,無脊椎動

物の共通した体制 Bauplanを理解できる.
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